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「
覺
世
真
経
」
は
正
し
く
は
「
関
聖
帝
君
覺
世
真
経
」
と
い
う
。

こ
の
関
聖
帝
君
と
は
関
羽
の
こ
と
で
あ
る
。

元
未
明
初
、
羅
貫
中
の
「
三
国
史
演
義
」
の
中
で
関
羽
の
治

踞
は
、
諸
葛
孔
明
と
並
ん
で
際
立
っ
て
い
る
。
桃
園
の
義
兄
弟

の
契
り
で
劉
備
を
、
王
と
も
兄
と
も
あ
お
ぎ
、
張
飛
と
共
に
落
日

の
蜀
を
支
え
た
。
し
か
し
呉
に
捕
え
ら
れ
遂
に
子
の
関
平
と
共

に
斬
ら
れ
る
。
関
羽
が
最
期
ま
で
節
を
曲
げ
な
か
っ
た
こ
と
で
、

忠
義
を
貫
き
義
に
厚
い
こ
と
か
ら
次
第
に
神
聖
化
し
て
く
る
。

南
朝
梁
に
は
す
で
に
廟
が
建
て
ら
れ
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

時
代
と
共
に
そ
の
神
号
も
、
元
朝
文
宗
（
一
三
三
○
年
頃
）
は

「
壮
膠
義
勇
安
顕
霊
英
済
王
」
、
明
の
神
宗
、
万
暦
四
十
二
年

（
一
六
一
四
）
に
「
三
界
伏
魔
大
帝
神
威
遠
震
尊
関
聖
帝
君
」
と

神
号
を
贈
ら
れ
「
関
聖
帝
君
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

13

中
国
伝
統
医
學
と
道
教

（
第
二
十
七
回
覺
世
真
経
）吉

元
昭
治

吉
元
医
院

さ
ら
に
清
、
世
租
、
順
治
年
間
に
は
「
忠
義
神
武
霊
佑
仁
勇
威

顕
護
国
保
民
精
識
綏
靖
賛
宣
徳
関
帝
大
帝
」
と
い
う
長
い
神
名

と
な
る
。
そ
れ
だ
け
世
に
受
け
ら
れ
厚
い
信
仰
に
な
っ
て
い
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
関
帝
は
こ
の
よ
う
に
信
義
、
忠
義
、
武
勇
、

護
国
、
護
民
と
い
う
こ
と
か
ら
、
殊
に
信
を
重
ん
じ
る
商
売
の

神
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
万
能
神
の
性
格
を
帯
び
て

く
る
。
こ
う
し
て
深
く
民
衆
の
間
に
こ
の
信
仰
が
浸
透
し
拡
大

し
て
く
る
と
、
む
し
ろ
民
間
信
仰
の
形
と
な
っ
て
く
る
。
明
代

以
降
で
は
儒
仏
道
の
区
別
が
つ
か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

儒
教
で
は
関
帝
の
こ
と
を
「
文
衡
帝
君
」
ま
た
は
「
武
聖
」
と

い
っ
て
い
る
。
孔
子
を
「
文
聖
」
と
い
い
「
文
武
廟
」
と
い
う

と
孔
子
と
関
帝
を
併
祀
さ
れ
て
い
る
。

関
帝
に
関
す
る
信
仰
は
華
人
社
会
の
あ
る
処
、
各
地
に
関
帝

廟
が
建
立
さ
れ
－
種
の
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い

る
。
各
家
庭
で
は
我
が
国
の
神
棚
、
仏
壇
の
よ
う
に
赤
い
顔
を

し
て
髭
を
は
や
し
た
い
か
め
し
い
関
帝
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
「
関
聖
帝
覺
世
真
経
」
だ
が
、
そ
の
由
来
は

判
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
。
関
帝
の
お
告
げ
と
さ
れ
て
い
て
、

作
者
も
そ
の
成
立
年
代
も
判
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
多
分
十
五
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世
紀
に
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
以
前
発
表
し
た

「
太
上
感
応
篇
」
や
「
陰
隙
文
」
と
内
容
は
似
て
い
る
六
七
○
文

学
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
「
人
生
れ
て
世
に
在
り
て
は
忠
孝
節
義
等
の
事
を
蓋
ち

を
貴
ぶ
」
か
ら
初
ま
り
こ
の
事
を
行
は
な
い
も
の
は
身
は
こ
の

世
に
あ
っ
て
も
生
を
盗
む
も
の
だ
と
説
き
、
人
の
心
は
神
。
神

と
は
心
で
神
に
恥
じ
な
い
よ
う
な
心
懸
け
が
必
要
で
あ
る
。
陰

功
を
広
く
積
み
、
難
を
救
い
、
経
文
を
印
造
し
、
薬
を
め
ぐ
み
、

茶
を
施
す
。
そ
し
て
以
下
は
悪
行
を
列
挙
し
、
そ
の
行
う
を
戒

め
て
い
る
。
善
悪
の
分
れ
る
は
善
行
す
れ
ば
福
が
あ
り
、
悪
行

す
れ
ば
禍
が
あ
る
。
人
々
は
よ
く
こ
の
事
を
理
解
し
て
い
れ
ば

子
宝
か
ら
保
ら
れ
、
寿
命
は
長
く
、
富
貴
高
名
な
生
涯
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
神
は
善
人
を
助
け
る
だ
け
だ
か
ら
衆
善
奉

こ
こ
で
経
文
を
印
造
し
て
あ
る
が
、
関
聖
帝
君
覺
世
真
経
を

初
め
各
種
善
害
を
多
数
印
刷
し
寺
廟
に
寄
附
す
る
こ
と
は
今
で

ほ
う
じ
ょ
う

も
放
生
（
動
物
は
放
す
）
と
共
に
善
行
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
覺
世
真
経
は
「
正
統
道
義
」
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
「
蔵

外
道
書
」
に
は
「
覺
世
経
註
證
」
一
関
帝
明
聖
経
全
集
」
が
あ
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。
神

行
せ
よ
と
終
っ
て
い
る
。

前
者
は
覺
世
真
経
の
注
釈
で
、
「
済
志
」
「
捨
粟
施
茶
」
の
事
例

が
の
っ
て
い
る
。
後
者
は
「
附
録
、
損
疑
、
霊
籔
〈
百
薮
ま
で
）
、

霊
験
記
、
戒
浬
言
行
彙
選
、
世
系
図
、
宝
詰
、
白
文
、
註
解
」

な
ど
の
項
目
が
あ
る
。

演
者
が
集
め
た
善
書
類
の
う
ち
、
関
帝
を
冠
名
と
す
る
も
の

は
、
「
関
聖
帝
君
明
聖
真
経
」
「
関
帝
明
聖
経
諦
本
」
「
関
聖
帝
君

戒
浬
経
覺
世
真
経
」
「
関
聖
帝
君
明
徳
真
経
」
「
関
聖
帝
君
降
筆

真
経
」
「
関
帝
霊
験
記
」
等
が
あ
る
。

総
会
で
は
こ
れ
ら
と
共
に
、
日
本
各
地
の
関
帝
廟
を
紹
介
し

た
い
。


